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桜
前
線
が
北
上
中
の
四
月
十
四
日
、

豊
岡
市
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
（有
）
晃

と

（株
）
西
村
風
晃
園
が
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
巣
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
行
い
ま

し
た
。 

当
日
は
地
元
小
学
生
で
組
織
す
る
コ

ウ
ノ
ト
リ
キ
ッ
ズ
の
子
供
た
ち
に
二
社

の
社
員
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
松
島
名

誉
館
長
が
講
師
に
な
り
巣
づ
く
り
指
導 

                 を
行
っ
た
も
の
で
す
。 

 

今
回
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
に
隣

接
す
る

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
」
前
の
芝

生
広
場
に
、
野
生
復
帰
の
取
組
を
象
徴

す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
る
の

に
伴
い
、
そ
の
お
披
露
目
式
の
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
巣
づ
く
り
を
行
う
も
の

で
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
横
に
人
工
巣
台
模

型
を
作
製
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

巣
材
は
剪
定
枝
や
近
隣
の
山
か
ら
集

め
た
落
ち
枝
を
前
日
採
取
し
、
当
日
、

参
加
さ
れ
た
子
供
た
ち
十
数
名
と
共
に

材
料
を
細
か
く
し
、
巣
台
に
差
込
ん
で

巣
を
整
え
二
十
分
程
で
巣
は
完
成
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
お
披
露
目
式
が
行
わ

れ
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
幸
せ
の
鐘
が
参

加
者
全
員
で
打
ち
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

 

式
終
了
後
は
巣
材
が
残

っ
た
た
め
コ

ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
の
要
請
で
毎
年
補
修

し
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
の
展
示

用
人
工
巣
塔
補
修
も
併
せ
て
行
い
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
は
修
了
し
た
。 

 

当
社
で
は
豊
岡
の
シ
ン
ボ
ル
、

コ
ウ

ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
事
業
に
今
後
も
積

極
的
に
関
わ

っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

         

 

 

 

 

 

 

 

法造くん 

巣材を差込む子供たち 

 

お披露目されたモニュメントとコウノトリの巣台 

補修された展示用人工巣台「ハイポーズ」 

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
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ー
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メ
ー
ジ
キ
ャ
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ク
タ
ー

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー    

コ
ウ
ノ
ト
リ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト 

人
工
巣
台
模
型
巣
づ
く
り
に
協
力 

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園 
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残
雪
が
残
る
三
月
二
十

一
日
、
公
立

豊
岡
病
院
の
裏
山

（豊
岡
市
戸
牧
）
Ｊ

Ａ
共
済
ふ
る
さ
と
の
森
で
Ｊ
Ａ
但
馬
に

入
社
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
記
念
植
樹
が
行

わ
れ
、
宮
田
樹
木
医
様
の
指
揮
の
下
、

当
社
職
人
も
お
手
伝
い
を
し
て
、
養
父 

  

           

       

市
大
屋
町
に
そ
び
え
る
樽
見
の
大
桜

（
エ
ド
ヒ
ガ
ン
）
の
子
孫
樹
木
を
植
栽

し
た
も
の
で
す
。 

樽
見
の
大
桜
は
国
指
定
天
然
記
念
物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     

 

但
馬
の
山
々
に
コ
ブ
シ
の
花
が
咲
く

季
節
と
な

っ
た
、
三
月
二
十
六
日
、
新

卒
者
三
名
が
当
社
の
門
を
叩
い
た
。 

 

入
社
式
当
日
は
社
長
室
長
か
ら

「社

会
人
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
共
に
世
の

た
め
人
の
た
め
に
働
い
て
生
き
て
行
こ

う
」
と
の
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
新
卒

者
各
々
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
専
務
か
ら
歓
迎
の
言
葉
の
後
、 

で
何
時
の
時
代
か
ら
生
息
し
た
の
か
不 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
で
あ
る
が
、
地
元
の
人
々
が
神
の
木

と
し
て
大
切
に
保
存
し
て
き
た
も
の
で

す
。
出
石
藩
の
仙
石
小
出
備
前
守
が
花

を
見
て
、
そ
の
大
き
さ
と
見
事
さ
か
ら
、

仙
桜
と
名
付
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

関
わ

っ
た
職
人
か
ら
も
希
少
な
大
桜

の
植
樹
に
立
ち
会
え
感
動
し
て
い
ま
す
。 

豊
岡
の
地
に
立
派
に
根
付
い
て
く
れ
る

こ
と
を
希
望
し
ま
す
と
の
コ
メ
ン
ト
が

よ
せ
ら
れ
た
。 

      

新
卒
者
全
員
か
ら

「頑
張
り
ま
す
」
と

の
誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

新
卒
者
は
社
内
研
修

・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
研
修

及
び
実
地
研
修
で
仕
事
を
学
ん
だ
後
、

そ
れ
ぞ
れ
の
配
属
で
当
社
の
顔
と
な
り

ま
す
。 

 
 
 

●
新
卒
者
の
横
顔
● 

質
問 

①
氏
名
②
生
ま
れ
③
長
所
④
短

所
⑤
当
社
で
し
た
い
こ
と
⑥
趣
味 

 
 

 

            

①
登 

翔
平 

②
神
戸
市 

③
人
見
知

り
で
す
が
よ
く
喋
る 

④
心
配
性 

⑤

砂
漠
の
緑
化 

⑥
サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト

サ
ル
等 

①
三
木 

啓
史 

②
姫
路
市 

③
剣
道

で
鍛
え
た
集
中
力 

④
人
見
知
り 

⑤

森
林
整
備

・
林
業 

⑥
小
説

・
漫
画
を

読
む
、
散
歩
等 

①
福
田 

遙
子 

②
豊
岡
市 

③
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
が
あ
る 

④
熱
し
や
す
く

冷
め
や
す
い 

⑤

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
作
り
た
い 

⑥
読
書
、
ピ
ア

ノ
等 

辞令を受ける新規採用者 

職人の指導を受け作業する JA新規採用者の皆様 

 

Ｊ
Ａ
共
済
ふ
る
さ
と
の
森
で 

 
 

 

樽
見
の
大
桜
記
念
植
樹 

 

平平平
成成成
二二二
十十十
四四四
年年年
度度度
新新新
卒卒卒
者者者   

   

   
   
   
   

入入入
社社社
式式式
ををを
開開開
催催催   

の
ぼ
り 

し
ょ
う

へ
い 

み 

き 
 
 

け
い 

し 

ふ
く 

だ 
 
 

よ
う 

こ 
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ブ

ロ
ッ
ク
関
係
の

一
流
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
東
洋
工
業

（株
）
主
催
の

「
Ｔ
Ｏ

Ｙ
Ｏ
グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ブ
リ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス

ト
」
当
社
施
工
の
姫
路
市
Ｎ
邸
の
作
品

を
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
最
優
秀
賞
を
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
作
品
は
タ
イ
ル
張
り
の
お
家
の

外
壁
に
似
合
う
レ
ン
ガ
を
用
い
る
こ
と

に
よ
り
、
お
家
の
外
観
を
更
に
引
き
立

た
せ
る
門
柱
と
、
そ
れ
と
対
に
目
隠
し

を
兼
ね
た
Ｒ
状
の
レ
ン
ガ
と
塗
り
を
併 

          

     

せ
た
壁
に
は
ガ
ラ
ス
ブ

ロ
ッ
ク
を
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
明
る
く
可
愛
ら
し
い
雰

囲
気
を
出
し
て
お
り
、
お
客
様
も
大
変

気
に
入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

今
後
も
こ
の
様
な
コ
ン
テ
ス
ト
に
参

加
し
、
日
々
研
鑽
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

  

今
年
で
十
三
年
目
を
迎
え
る
春
の
新

鮮
植
木
市
を
四
月
二
十

一
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
豊
岡
本
社
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
は
雪
の
影
響
で
準
備
が
遅

れ
、
何
時
す
る
の
か
と
の
多
く
の
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
、
短
い
期
間
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
豊
岡
を
は
じ
め
遠
く

は
姫
路
か
ら
多
数
の
お
客
様
に
ご
来
場

い
た
だ
き
緑
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
社
員

一
同
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
五
月
に
も
母
の
日
に
併
せ
、
母

の
日
セ
ー
ル
を
連
休
後
に

「ア
ネ
ッ
ク

ス
花
か
ん
ざ
し
」
で
開
催
し
ま
す
。 

 
 

是
非
、
お
か
あ
さ
ん
に
感
謝
言
葉
と

お
花
を

一
つ
上
げ
ま
せ
ん
か
。 

             

会
社
や
地
域
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防

止
に
取
り
組
み
、
連
続
百
日
間
の
無
事

故

・
無
違
反
に
挑
戦
す
る
。
平
成
二
十

三
年
度

「チ
ャ
レ
ン
ジ

一
〇
〇
」
に
当

社
で
は
無
事
故

・
無
違
反
者
の

「か
な

ら
ず
で
き
る
」
チ
ー
ム
と
最
近
違
反
事

故
が
あ

っ
た

「や

っ
た
ら
で
き
る
」
チ

ー
ム
の
二
チ
ー
ム

（十
人

一
チ
ー
ム
）

で
参
加
し
ま
し
た
。 

 

参
加
に
当
た
り
当
社
の
交
通
違
反
者

の
特
徴
を
調
査
し
て
み
る
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
不
着
用
や
携
帯
電
話
の
使
用
に
よ

る
違
反
が
ほ
と
ん
ど
で
、
安
全
意
識
の

欠
落
し
て
い
る
状
況
が
伺
え
た
た
め
、

朝
礼
や
安
全
の
日

（毎
月
十
七
日
）
各

部
門
会
議
等
の
機
会
を
と
ら
え
意
識
向

上
の
た
め
交
通
三
悪

（無
免
許

・
飲

酒

・
速
度
超
過
）
に
加
え
企
業
活
動
に

お
け
る
交
通
三
悪
プ
ラ
ス
一

（
シ
ー
ト

ベ
ル
ト

・
携
帯
電
話

・
駐
車
違
反

・
過

積
載
）
を
特
に
啓
蒙
し
、
十
月

一
日
か

ら

一
月
八
日
ま
で
の
百
日
間
、
ト
ラ
イ

し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
「や
っ
た
ら
で
き
る
」
チ
ー

ム
の

一
名
が
交
通
事
故
を
起
し

一
チ
ー

ム
の
達
成
に
と
ど
ま
る
残
念
な
結
果
と

な

っ
た
も
の
の
、
期
間
中
シ
ー
ト
ベ
ル

ト

・
携
帯
電
話
で
の
違
反
が
無
か
っ
た

こ
と
は
意
識
向
上
を
う
か
が
わ
せ
る
兆

候
が
出
て
お
り
。
二
十
四
年
度
の
参
加

全
チ
ー
ム
達
成
に
向
け
弾
み
が
つ
く
結

果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

最
近
の
悲
惨
な
交
通
事
故
の
報
道
を

見
聞
き
し
、
当
社
で
は
加
害
者
を
出
さ

な
い
と
言
う
決
意
の
下
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド

取
得
率
九
十
％
を
目
指
し
て
交
通
安
全

に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。 

春

の
新
鮮
植
木
市
開
催 

最優秀賞受賞作品 

チ
ャ
レ
ン
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ

一一一一
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇    

 
 

 
 

 
 

 
 

無
事
故

無
事
故

無
事
故

無
事
故

・・・・
無
違
反
運
動

無
違
反
運
動

無
違
反
運
動

無
違
反
運
動
にににに
参
加
参
加
参
加
参
加 

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
グ
ラ
ヴ
ィ
ー
ブ
リ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト 

最 

優 

秀 

賞 

受 

賞 

植木市御来店ありがとうございます 
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熱心に安全について聞き入る参加者 

 

    

株
式
会
社
西
村
風
晃
園
の
関
連
会
社
、

（有
）
晃
は
豊
岡
市
か
ら

「湿
地
を
中

心
と
し
た
生
物
多
様
性
保
全
支
援
事

業
」
の
業
務
委
託
を
受
け
、

コ
ウ
ノ
ト

リ
を
シ
ン
ボ
ル
に
生
物
多
様
性
を
支
え

る
た
め
の
基
盤
と
な
る
地
域
文
化
の
伝

承
や
持
続
可
能
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
見
直

す
企
画
を
実
施
し
す
る
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。 

今
回
は
そ
の

一
貫
と
し
て
、
家
族
で

野
鳥
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
し
、
子
供

た
ち
に
豊
岡
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
、

興
味
を
持
ち
、
そ
の
学
び
の
中
か
ら
豊

岡
を
好
き
に
な

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

三
月
十
七
日
、
観
察
会
当
日
は
雨
模

様
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
七
組
の
家

族
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
但
馬
野
鳥

の
会
の
早
川
会
長
様
に
講
師
を
お
願
い

し
、
観
察
時
の
マ
ナ
ー
や
豊
岡
に
ど
の

よ
う
な
野
鳥
が
生
息
し
て
い
る
か
な
ど

を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
各
家
族 

                は
楽
々
浦
湾
で
望
遠
鏡
を
巧
み
に
駆
使

し
、
湾
に
泳
ぐ
鳥
た
ち
や
上
空
を
舞
う

鳥
た
ち
を
観
察
、
参
加
者
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
鳥
に
関
す
る
質
問
が
続
出
、
講
師

の
方
々
や
事
務
局
が
困
る
質
問
の
場
面

も
あ
り
、
楽
し
い
観
察
会
と
な
り
ま
し

た
。
（有
）
晃
で
は
今
年
度
も
地
産
地
消

の
お
ば
あ
さ
ん
の
料
理
教
室
や
子
供
を

対
象
に
し
た
企
画
等
い
ろ
い
ろ
な
企
画

を
立
案
し
、
実
施
し
て
持
続
可
能
な
暮

ら
し
ぶ
り
の
体
験
等
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。 

な
お
、
（有
）
晃
で
は
参
加
者
か
ら
い

た
だ
い
た
参
加
費
か
ら
事
務
経
費
を
控

除
し
、
残
り
の
お
金
を
コ
ウ
ノ
ト
リ
基

金
に
寄
付
し
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
化

に
役
立
て
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

    

平
成
二
十
四
年
の
無
災
害
を
祈
念
し
、

協
力
会
社
と
共
に
安
全

一
番
で
厳
し
い

時
代
を
乗
り
切
り
、
会
社
存
続
を
目
指

そ
う
と
、
二
月
四
日
、
豊
岡
市
の
神
道

親
導
教
で
協
力
会
社
二
十
五
社
と
当
社

管
理
者
が
出
席
し
祈
願
祭
が
厳
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

祈
願
終
了
後
は
豊
岡
本
社
に
戻
り
社

長
室
長
、
田
中
執
行
役
員
、
専
務
が
講

師
と
な
り
安
全
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

新
春
に
協
力
会
社
と
安
全
祈
願
を
す

る
の
は
三
回
目
と
な
り
、
協
力
会
社
の

幹
部
か
ら
も

「来
年
も
無
災
害
で
祈
願

が
で
き
た
ら
、
う
れ
し
い
」
と
の
感
想

が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

        

   

当
社
が
加
入
し
て
い
る

（社
）
兵
庫

県
造
園
建
設
業
協
会
は
、
兵
庫
県
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
平
成
二
十
二
年
七
月

か
ら
家
畜
伝
染
病

（
口
蹄
疫
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
）
の
兵
庫
県
内
で
発
生
し

た
場
合
に
備
え
、
官
民
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。 

 

非
常
時
に
は
会
員
会
社
が
発
生
地
域

に
赴
き
、
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
所
有

の
噴
霧
器
で
の
消
毒
作
業
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
も
の
。 

当
社
で
は
発
生
時
に
積
極
的
に
対
応

す
る
た
め
、
十

一
月

一
日
に
行
わ
れ
た

県
主
催
の
口
蹄
疫
防
疫
訓
練
に
も
社
員

を
派
遣
し
、
非
常
時
に
備
え
て
い
ま
す
。 

観察に夢中の子供たち 

 

 

 

０
災
を
祈
念 

 
 

協
力
会
社
と
共
に 

安
全

一
番 

口
蹄
疫 

防 

疫 

訓 

練 

に 

参 

加 

楽楽楽楽

々々々々
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